
位置情報 Ｎｏ 26 名称： 東皿池橋梁 開　業： 明治７年（1874）

路線名： 東海道本線 起点側駅　さくら夙川 東 緯　度＝  34°44'14.2"

銘　板： （東皿池拱梁） 終点側駅 芦屋 西 経　度＝ 135°19'14.9"

住　所： 　中心キロ程＝ 574.2262 ｋｍ

調査日　 ねじり形状　（　理論値　tanβ＝2／(π･tanθ)）

平面形状 線路からの傾き方向 左 　　起拱角　β 実測値＝ 18°前後

正径間　Ｗ＝ 1.52 ｍ (5.0ft） 理論値＝ 11 °

斜径間　ａ＝ 1.59 ｍ 　理論上β＝11°であるが、実測値は18°前後であった。

延　長　Ｌ＝ 不明（全長概ね26ｍ） 　理論値より少し大きなβとなる。（図－１）

坑門角　α＝ 73 ° （sinα＝Ｗ／ａ） 　なお、航測地図から求めたθ＝72°であった。（図－2）

斜架角　θ＝ 73 ° ：坑門角とした。（「鉄道と煉瓦」では75°）

断面形状 半円 付属構造物

全　高　Ｈ＝ 1.98 ｍ (6.5ft 計算値） 　側壁の一部、アーチの全ては化粧材で覆われている。

側壁高 ｈ1＝ 1.22 ｍ (4.0ft）

アーチ高ｈ2＝ 0.76 ｍ ＝W／2

煉瓦形状 利用目的・状況

長手延長＝ 12.0ｃｍ ～8.0ｃｍ（最小） 　通路として利用

小 口 幅＝ 不明 　歩行者自転車専用

小 口 高＝ 5.5ｃｍ 　

デザイン

端面・形状： 不明 巻数 不明 巻 その他

アーチ部： 長手積み（Ｂs） 要　石： 不明

側 壁 積 ／整層（ ）／ 段 迫受 明

　β＿＼＼＼＼＼
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側　壁： 石積み／整層（Ｍa）／４段 迫受石： 不明

坑　門： 不明 帯　石： 不明

控え柱： 不明 笠　石： 不明

パラペット： 不明 扁　額： 不明

備考

１．　現存する最古のねじりまんぽと思われるが、昭和63年（1998）の改装工で化粧材で覆われた。

２． 一部化粧材がはがれている部分が有り、角度・煉瓦形状を計測可能。

３． 正径間、側壁高は側壁の石積みが露出した部分で計測した。

「鉄道と煉瓦」の正径間1.60ｍは大きすぎると思われるが検証方法無し。

４． ねじりまんぽの延長は不明。

５． 側壁の石積みの一部、及び最上段の多数に”ビシャン仕上げ”が用いられている。

断面概要図 平面概要図
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斜架角θと起拱角βの検証 （Ｎｏ26　東皿池橋梁）

斜架角θ＝ 73 °

起拱角β＝ 11 ° （理論値／青） 18 ° （実測値／赤）
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    理論値曲線

図－１　斜架角と起拱角

図－２　斜架角の推定(採用値は73°）
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